
 

 

 

 

弥生っ子自慢 

校長 今福 教子 

 気持ちのよい青空の下で、子供たちの元気な声が響いています。業間休みや昼休みは外遊びを奨励し

ていますが、外にいる子供たちを見ていて、いつも感心することがあります。それは「時間が守れるこ

と」です。弥生小学校の子供たちを見ていると、どんなに活動に夢中でも遊びの途中でも、チャイムが

鳴るとすぐに動きが止まり、一斉に昇降口に吸い込まれていきます。このように自ら切り替えがしっか

りできる子供たちは弥生小学校の自慢です。これこそが先輩たちから引き継がれている本校の伝統では

ないかと思っています。 

 

 

 

 

 

 

  

   

     子供たちはそろって昇降口に向かいます 

  

さて現在、国が、高学年を中心として義務教育 9 か年の見通しをもった「教科担任制」を推進してい

ますが、本校でも音楽と中高学年の外国語は専科の教員が授業を受け持っています。より専門性の高い

教員が指導にあたることで、子供たちの興味関心が高まるとともに、クラスや子供たちの実態に合わせ

て計画的に学習を進めることができます。また、担任以外の教員に指導を受けるということで、子供た

ちにとっては学校生活に変化が生まれ、めりはりのある楽しい学校生活の一助になっているということ

も考えられます。 

特に外国語では、外国語指導助手（ＡＬＴ）が専科教員とペアを組んで指導に当たっています。ＡＬ

Ｔと、それと勝るとも劣らない発音の外国語担当教諭の英語での会話は、今いる場所は日本ではないの

かと思ってしまうほどです。授業ではそのネイティブな発音に子供たちも続きます。最近は子供たち同

士が、質問をしたり答えたりといった場面を多く目にするようになりました。 

国際化社会を生きる子供たちが、将来、世界中の人たちと堂々とコミュニケーションをとり、自分ら

しさを発揮できる日も近いはずです。 
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ＡＬＴと外国語専科が

ティームティーチングで

学習を進めていきます 


